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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 14,364 △0.7 2,374 △11.6 2,496 △9.9 1,686 △11.6
2024年３月期第３四半期 14,462 15.7 2,684 24.8 2,771 24.4 1,906 25.9

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 1,632百万円(△23.5％) 2024年３月期第３四半期 2,134百万円( 39.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 62.29 ―
2024年３月期第３四半期 69.91 69.74

（注）「１株当たり四半期純利益」および「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」の算定上、取締役向け株式交付信

託が保有する当社株式を期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 22,222 18,535 83.4 687.41
2024年３月期 23,996 18,836 78.5 695.75

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 18,535百万円 2024年３月期 18,830百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00
2025年３月期 ― 25.00 ―
2025年３月期(予想) 25.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,000 6.5 3,800 1.7 3,850 0.1 2,750 △0.7 101.99

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）「１株当たり当期純利益」の算定上、取締役向け株式交付信託が保有する当社株式を期末発行済株式数から控除す

る期末自己株式数に含めております。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 － 社（社名） 、除外 － 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 28,611,900株 2024年３月期 28,611,900株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 1,648,008株 2024年３月期 1,547,498株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 27,067,440株 2024年３月期３Ｑ 27,277,471株

（注）期末自己株式数および期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、取締役向け株式交付信託が保有する

当社株式が含まれております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績等の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に

あたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2024年４月１日～2024年12月31日）におけるわが国の経済は、インバウンド需要や

個人消費、雇用情勢等に回復の兆しがあり、景気は緩やかな持ち直しが見られます。一方で、ロシアによるウクラ

イナ侵攻の長期化や中東情勢の緊迫化の影響、また日米金利政策の影響による為替相場の急激な変動など、依然と

して先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く国内ＩＴサービス業界では、生産性向上や人手不足解消のニーズは高く、ＡＩ等の先進

デジタル技術を活用したビジネスプロセスやビジネスモデルの変革を行うＤＸ（デジタルトランスフォーメーショ

ン）を中心に企業の投資意欲は引き続き高い状態にあります。

そのような環境下においても持続可能な成長を目指すため、当社グループは、ＦＹ2033構想「ＨＩＧＨ ＦＩＶＥ

2033」という新たな長期ビジョンを打ち出しました。これは、現在の事業基盤を活用し新しい領域へ展開、拡大さ

せ、地域内で経済が循環する「地域還流型ビジネス」を生み出す企業を目指すもので、当社グループの事業を通し

て、人々の豊かな時間の創出に貢献していきます。そこでまずは、「ＨＩＧＨ ＦＩＶＥ 2033」の実現に向けて、

本年度から2026年度までの３カ年を対象とした第４次中期経営計画「ＦＬＹ ＯＮ 2026」をスタートさせました。

第３次中期経営計画で確立した「経営基盤の強化」「収益性の向上」「ＥＳＧ経営の進化」を土台に、既存事業を

力強く発展させるとともに新規事業で飛躍的に成長するというテーマのもと、「事業戦略」「人財戦略」「企業価

値向上戦略」の３つの戦略を掲げて活動を進めております。

営業活動においては、当社は個人ローン業務支援システム「ＳＣＯＰＥ」と業務の非対面化を実現するローンＷ

ｅｂ受付・契約システム「ＷＥＬＣＯＭＥ」が組み合わせて販売できる唯一のパッケージベンダーであることから、

マーケットにおいて高い競争力を有しており、従来の地方銀行様に加え、新たに信用金庫様でも受注を頂いており

ます。これらの当社システムは、申込用紙の削減や契約書類の電子化により環境への配慮を実現しつつ、審査時間

の短縮に貢献しております。加えて、2024年６月にリリースした新システム「サービサーＴＣＳ（延滞債権管理シ

ステム）」のＷｅｂ版が、既存のお客様のリプレイス需要獲得につながっております。さらに労働人口の減少に伴

う人材不足を解消すべく延滞債権督促業務を無人化した「ロボティックコール」の販売や、経済産業省によるキャ

ッシュレス推進政策にも対応したマルチ決済端末「ｉＲＩＴＳｐａｙ決済ターミナル」の販売、およびシステム保

守サービスの売上高も順調に増加しております。一方、受注高に関しては、公共分野において地方自治体のシステ

ム標準化の進捗が遅延していることや、前年度受注した複数年ＢＰＯ（業務受託）サービス契約が２年目以降であ

ること、ならびにマルチ決済端末「ｉＲＩＴＳｐａｙ決済ターミナル」がＡｎｄｒｏｉｄ版の端末に移行する時期

であることによる影響を受けました。その結果、受注高は12,424百万円（前年同期比78.2％）、受注残は14,659百

万円（前年同期比87.7％）となりました。

また、2024年４月に賃金改定を実施した影響や開発人財の人件費が増加した結果、粗利率は一時的に低下してお

ります。販管費については、採用や教育費用の増加などの人財投資に注力した結果、3,103百万円（前年同期比

108.5％）と増加しました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は14,364百万円（前年同期比99.3％）、営業利益は

2,374百万円（前年同期比88.4％）、経常利益は2,496百万円（前年同期比90.1％）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は1,686百万円（前年同期比88.4％）と減収減益となりましたが、受注高および受注残を含む第３四半期連結

累計期間の業績内容につきましては、概ね当初の計画通りとなっております。

なお、報告セグメント別の経営成績は次のとおりです。

（システム開発・販売）

受注高に関して、基幹事業である金融機関向けのソフト開発、インフラ設備の更改、個人ローン業務支援システ

ム「ＳＣＯＰＥ」などの金融機関への販売については計画通り堅調に推移いたしましたが、公共分野における地方

自治体のシステム標準化における進捗遅延に加えて、マルチ決済端末「ｉＲＩＴＳｐａｙ決済ターミナル」におけ

るＡｎｄｒｏｉｄ版への移行時期であることの影響を受けました。売上高については、「ｉＲＩＴＳｐａｙ決済タ

ーミナル」の販売、社会インフラ向け通信システムの販売が堅調に推移した一方、金融機関への販売において、第

４四半期にずれ込んだ影響を受けました。その結果、受注高は7,017百万円（前年同期比80.6％）、売上高は7,630

百万円（前年同期比93.4％）、セグメント利益は1,108百万円（前年同期比76.3％）となりました。
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（リカーリング）

安定収益源である保守サービスに加え、公共分野向けＢＰＯ（業務受託）サービスにおいて政令市・中核市を中

心に、既存契約先から追加発注に加え、新規受託先の売上が計上されるなど引き続き好調に推移しております。一

方で、受注において前年度受注した複数年ＢＰＯ（業務受託）サービス契約の２年目以降であることによる影響を

受けました。その結果、受注高は5,406百万円（前年同期比75.3％）、売上高は6,733百万円（前年同期比107.0

％）、セグメント利益は1,265百万円（前年同期比102.8％）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は22,222百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,773百万円減少いたし

ました。流動資産は17,650百万円となり、1,847百万円減少いたしました。主な原因は、棚卸資産が145百万円増加

しましたが、有価証券が1,503百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が1,299百万円減少したことなどです。固定

資産は4,571百万円となり、73百万円増加いたしました。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は3,687百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,472百万円減少いた

しました。流動負債は3,375百万円となり、1,503百万円減少いたしました。主な原因は、買掛金が572百万円、未払

法人税等が394百万円、賞与引当金が377百万円減少したことなどです。固定負債は311百万円となり、30百万円増加

いたしました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は18,535百万円となり、前連結会計年度末に比べて301百万円減少いたしま

した。主な原因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により1,686百万円増加しましたが、利益剰余金が期

末および中間配当の支払いにより1,768百万円減少したことなどです。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の78.5％から83.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期連結業績予想につきましては、2024年５月９日に公表いたしました予想からの修正はございません。

なお、業績予想は公表時点で入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいておりますが、

実際の業績は様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があるほか、予想自体についても今後変更となる可

能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,356,350 4,325,968

受取手形、売掛金及び契約資産 4,539,168 3,239,454

有価証券 9,599,513 8,096,438

棚卸資産 686,100 831,234

その他 317,256 1,157,712

流動資産合計 19,498,389 17,650,810

固定資産

有形固定資産 832,927 802,755

無形固定資産

のれん 7,437 -

その他 423,513 466,732

無形固定資産合計 430,950 466,732

投資その他の資産

投資有価証券 2,479,046 2,464,920

繰延税金資産 99,833 104,177

その他 655,215 733,114

投資その他の資産合計 3,234,095 3,302,213

固定資産合計 4,497,973 4,571,700

資産合計 23,996,362 22,222,510
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,187,216 614,964

未払法人税等 748,346 353,454

賞与引当金 640,650 262,953

契約負債 1,017,321 965,368

その他 1,285,257 1,178,948

流動負債合計 4,878,791 3,375,689

固定負債

退職給付に係る負債 209,214 207,339

株式給付引当金 67,414 86,014

その他 4,278 18,248

固定負債合計 280,906 311,602

負債合計 5,159,698 3,687,291

純資産の部

株主資本

資本金 1,124,669 1,124,669

資本剰余金 1,221,189 1,250,620

利益剰余金 16,798,657 16,716,032

自己株式 △1,261,612 △1,449,814

株主資本合計 17,882,902 17,641,508

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 952,183 896,877

繰延ヘッジ損益 2 1,616

退職給付に係る調整累計額 △5,046 △4,783

その他の包括利益累計額合計 947,139 893,710

新株予約権 6,622 -

純資産合計 18,836,664 18,535,219

負債純資産合計 23,996,362 22,222,510
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 14,462,623 14,364,552

売上原価 8,917,589 8,887,319

売上総利益 5,545,033 5,477,232

販売費及び一般管理費 2,860,187 3,103,208

営業利益 2,684,846 2,374,023

営業外収益

受取利息 2,537 12,416

受取配当金 58,964 77,054

投資有価証券売却益 - 15,382

持分法による投資利益 14,711 4,715

雑収入 21,119 26,029

営業外収益合計 97,333 135,598

営業外費用

支払手数料 4,654 3,300

固定資産除却損 2,380 2,164

為替差損 150 5,948

雑損失 3,570 1,264

営業外費用合計 10,755 12,677

経常利益 2,771,424 2,496,944

特別利益

新株予約権戻入益 2,750 3,588

特別利益合計 2,750 3,588

税金等調整前四半期純利益 2,774,174 2,500,532

法人税等 867,267 814,409

四半期純利益 1,906,906 1,686,123

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,906,906 1,686,123
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 1,906,906 1,686,123

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 228,752 △55,376

繰延ヘッジ損益 △1,158 1,614

退職給付に係る調整額 20 262

持分法適用会社に対する持分相当額 137 70

その他の包括利益合計 227,751 △53,428

四半期包括利益 2,134,658 1,632,694

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,134,658 1,632,694

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」(企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分(その他の包括利益に対する課税)に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3

項ただし書きに定める経過的な取り扱いおよび「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という)第65-2項(2)ただし書きに定める経過的な

取り扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取り扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期および前連結会計年度について

は遡及適用後の四半期連結財務諸表および連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による

前年四半期の四半期連結財務諸表および前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

（1）報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

当社グループは、製品・サービスのビジネス特性を基礎としたセグメントから構成されており、「システム開

発・販売」、「リカーリング」の２つを報告セグメントとしております。

（2）各報告セグメントに属する製品およびサービスの種類

「システム開発・販売」は、主にシステム機器販売、ソフトウエアやシステムインフラ基盤に関する設計・開発

から導入・設置までの一貫したサービスを提供しております。

「リカーリング」は、主にソフトウエア保守、ハードウエアの保守・運用、クラウド、ＢＰＯサービスを提供し

ております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額システム

開発・販売
リカーリング 計

売上高

外部顧客への売上高 8,168,704 6,293,918 14,462,623 － 14,462,623

セグメント間の内部売上高
又は振替高

4,359 1,780 6,139 △6,139 －

計 8,173,064 6,295,698 14,468,762 △6,139 14,462,623

セグメント利益 1,453,437 1,231,409 2,684,846 － 2,684,846

当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額システム

開発・販売
リカーリング 計

売上高

外部顧客への売上高 7,630,865 6,733,686 14,364,552 － 14,364,552

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 1,335 1,335 △1,335 －

計 7,630,865 6,735,021 14,365,887 △1,335 14,364,552

セグメント利益 1,108,603 1,265,420 2,374,023 － 2,374,023
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む)およびのれんの償却額は、以下のと

おりです。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 231,834千円 250,509千円

のれんの償却額 40,604 7,437
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月12日

株式会社アイティフォー

取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 伊 藤 正 広

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 松 浦 俊 行

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社アイティフォーの2024年４月１日から2025

年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期

連結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


